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(57)【要約】
【課題】撮影開始時や撮影中でも、簡単にフォルダの指
定や変更が可能なカメラを提供する。
【解決手段】カメラ動作を撮影モードまたは再生モード
のいずれかに移行させるモード選択画面４１において、
撮影モードに移行するための撮影アイコン４２ａが少な
くとも含まれる撮影情報４２ｅと、撮影画像を管理する
ためのフォルダの名称４６ｂと該フォルダに属する再生
画像４６ｃとが少なくとも含まれるフォルダ情報４６ｄ
とを表示させるようにした。
【選択図】　　　　図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示部と、
　前記表示部に表示する画像を制御する表示制御部と、
　を備え、
　前記表示制御部は、カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行させる
モード選択画面において、撮影モードに移行するための撮影アイコンが少なくとも含まれ
る撮影情報と、撮影画像を管理するためのフォルダの名称と該フォルダに属する再生画像
とが少なくとも含まれるフォルダ情報とを表示させることを特徴とするカメラ。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記再生画像としてサムネイル画像を表示させることを特徴とする
請求項１に記載のカメラ。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記撮影アイコンが選択されて撮影モードに切換った場合には、ラ
イブビュー画像を表示させ、さらに該撮影モードで、前記フォルダを選択する指示があっ
た場合には、前記ライブビュー画像を表示中の画面に、フォルダを選択するためのフォル
ダ選択画面を付加して表示させることを特徴とする請求項１に記載のカメラ。
【請求項４】
　前記表示制御部は、指示に応じて、前記フォルダ選択画面をスクロール移動させて選択
可能なフォルダ名称を切換えることを特徴とする請求項３に記載のカメラ。
【請求項５】
　前記表示部の位置に重ねるように操作指示入力用のタッチパネルを備えることを特徴と
する請求項１に記載のカメラ。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記モード選択画面における指示に応じて、前記フォルダ情報の表
示に代えて、時系列順に再生画像が配列された再生画面を表示させることを特徴とする請
求項１に記載のカメラ。
【請求項７】
　表示部に表示する画像を制御するカメラの表示制御装置であって、
　カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行させるモード選択画面にお
いて、撮影モードに移行するための撮影アイコンが少なくとも含まれる撮影情報と、撮影
画像を管理するためのフォルダの名称と該フォルダに属する再生画像とが少なくとも含ま
れるフォルダ情報とを表示させる表示制御部を備えることを特徴とするカメラの表示制御
装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記撮影アイコンが選択されて撮影モードに切換った場合には、ラ
イブビュー画像を表示させ、さらに該撮影モードで、前記フォルダを選択する指示があっ
た場合には、前記ライブビュー画像を表示中の画面に、フォルダを選択するためのフォル
ダ選択画面を付加して表示させることを特徴とする請求項７に記載のカメラの表示制御装
置。
【請求項９】
　表示部に表示する画像を制御するカメラの表示制御方法であって、
　カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行させるモード選択画面にお
いて、撮影モードに移行するための撮影アイコンが少なくとも含まれる撮影情報と、撮影
画像を管理するためのフォルダの名称と該フォルダに属する再生画像とが少なくとも含ま
れるフォルダ情報とを表示させる表示制御ステップを含むことを特徴とするカメラの表示
制御方法。
【請求項１０】
　表示部に表示する画像を制御するカメラの表示制御装置に、
　カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行させるモード選択画面にお
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いて、撮影モードに移行するための撮影アイコンが少なくとも含まれる撮影情報と、撮影
画像を管理するためのフォルダの名称と該フォルダに属する再生画像とが少なくとも含ま
れるフォルダ情報とを表示させる表示制御機能を実行させることを特徴とする表示制御用
プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラ、カメラの表示制御装置、表示制御方法および表示制御用プログラム
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、大容量記録媒体の低価格化により、デジタルカメラ等でも大容量の記録媒体を手
軽に利用できるようになってきている。記録媒体に格納される多数の画像は、通常、日付
のみで管理される。しかし、日付だけでは管理しきれなくなることもあり、撮影のジャン
ルや撮影地などで分類して管理するために、いくつかのフォルダを設定し、そのフォルダ
に該当する画像ファイルを格納する方法も、以下のように色々提案されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１は、所定の撮影モード期間中に撮影された画像が、自動的に１つの
ファイルに分類されて記録されるようにしている。また、特許文献２は、各フォルダをア
イコンで画面に表示させ、いずれかのアイコンを指定することで、撮影画像を格納するフ
ォルダが選択され、選択されたアイコンが画面の横に表示されるようにしている。さらに
、特許文献３は、撮影した画像とアルバムアイコンとを画面に同時に表示して、希望する
アルバムに登録できるようにしている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２２１２６２号公報
【特許文献２】特開２００５－３２８２４１号公報
【特許文献３】特開２００６－４２１７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　フォルダを利用すると画像の整理に便利であることは良く知られているが、より利用度
を上げるためには、フォルダの設定や変更のための操作がより容易にできるようにするこ
とが必要になる。例えば、撮影画像をいずれのフォルダに登録するかを指定するタイミン
グとして、撮影開始時や撮影中でも、簡単にフォルダの指定や変更ができるようなユーザ
インターフェース環境が提供できれば、より使い勝手が向上する。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、撮影開始時や撮影中でも、簡単にフォ
ルダの指定や変更が可能なカメラ、カメラの表示制御装置、表示制御方法および表示制御
用プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかるカメラは、画像を表示
する表示部と、前記表示部に表示する画像を制御する表示制御部と、を備え、前記表示制
御部は、カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行させるモード選択画
面において、撮影モードに移行するための撮影アイコンが少なくとも含まれる撮影情報と
、撮影画像を管理するためのフォルダの名称と該フォルダに属する再生画像とが少なくと
も含まれるフォルダ情報とを表示させることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかるカメラは、上記発明において、前記表示制御部は、前記再生画像
としてサムネイル画像を表示させることを特徴とする。
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【０００９】
　また、本発明にかかるカメラは、上記発明において、前記表示制御部は、前記撮影アイ
コンが選択されて撮影モードに切換った場合には、ライブビュー画像を表示させ、さらに
該撮影モードで、前記フォルダを選択する指示があった場合には、前記ライブビュー画像
を表示中の画面に、フォルダを選択するためのフォルダ選択画面を付加して表示させるこ
とを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかるカメラは、上記発明において、前記表示制御部は、指示に応じて
、前記フォルダ選択画面をスクロール移動させて選択可能なフォルダ名称を切換えること
を特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかるカメラは、上記発明において、前記表示部の位置に重ねるように
操作指示入力用のタッチパネルを備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかるカメラは、上記発明において、前記表示制御部は、前記モード選
択画面における指示に応じて、前記フォルダ情報の表示に代えて、時系列順に再生画像が
配列された再生画面を表示させることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかるカメラの表示制御装置は、表示部に表示する画像を制御するカメ
ラの表示制御装置であって、カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行
させるモード選択画面において、撮影モードに移行するための撮影アイコンが少なくとも
含まれる撮影情報と、撮影画像を管理するためのフォルダの名称と該フォルダに属する再
生画像とが少なくとも含まれるフォルダ情報とを表示させる表示制御部を備えることを特
徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかるカメラの表示制御装置は、上記発明において、前記表示制御部は
、前記撮影アイコンが選択されて撮影モードに切換った場合には、ライブビュー画像を表
示させ、さらに該撮影モードで、前記フォルダを選択する指示があった場合には、前記ラ
イブビュー画像を表示中の画面に、フォルダを選択するためのフォルダ選択画面を付加し
て表示させることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明にかかるカメラの表示制御方法は、表示部に表示する画像を制御するカメ
ラの表示制御方法であって、カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行
させるモード選択画面において、撮影モードに移行するための撮影アイコンが少なくとも
含まれる撮影情報と、撮影画像を管理するためのフォルダの名称と該フォルダに属する再
生画像とが少なくとも含まれるフォルダ情報とを表示させる表示制御ステップを含むこと
を特徴とする。
【００１６】
　また、本発明にかかる表示制御用プログラムは、表示部に表示する画像を制御するカメ
ラの表示制御装置に、カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行させる
モード選択画面において、撮影モードに移行するための撮影アイコンが少なくとも含まれ
る撮影情報と、撮影画像を管理するためのフォルダの名称と該フォルダに属する再生画像
とが少なくとも含まれるフォルダ情報とを表示させる表示制御機能を実行させることを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、撮影開始時や撮影中でも、簡単にフォルダの指定や変更が可能なカメ
ラ、カメラの表示制御装置、表示制御方法および表示制御用プログラムを提供することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１８】
　以下、図面を参照して、本発明のカメラ、表示制御装置、表示制御方法および表示制御
用プログラムを実施するための最良の形態について説明する。
【００１９】
　図１は、本発明のカメラであるデジタルカメラの概略構成例を示す背面図である。本実
施の形態のデジタルカメラ１は、カメラ本体の上面に配設されたレリーズボタン１３ａや
、カメラ本体の背面に配設されたズームボタン１３ｂ、フォルダボタン１３ｃ、再生モー
ドボタン１３ｄ、撮影モードボタン１３ｅ等の各種操作ボタンを備えている。
【００２０】
　レリーズボタン１３ａは、押下操作により撮影タイミングを指示するためのボタンであ
る。このレリーズボタン１３ａは、レリーズボタン１３ａに対するタッチ操作を検出する
センサを内蔵している。ズームボタン１３ｂは、実際の撮影時においては、ライブビュー
画像の拡大または縮小を指示するためのボタンであるが、本実施の形態では、撮影モード
時に表示される再生画面における再生画像の拡大または縮小を指示するためにも利用され
る。フォルダボタン１３ｃは、撮影モードにおいて、フォルダを選択する指示入力のため
のボタンである。再生モードボタン１３ｄは、ボタン押下のワンタッチ操作により、撮影
モード中の表示部１８の表示状態に関係なく一気に再生専用の再生画面表示に移行させる
ためのボタンである。また、撮影モードボタン１３ｅは、後述する再生画面における再生
画像の表示状態に関係なく、ワンタッチ操作により撮影可能な再生画像の表示状態に一気
に移行させるためのボタンである。これらボタン１３ａ～１３ｅ等により操作部１３（図
２参照）が構成されている。
【００２１】
　また、デジタルカメラ１は、カメラ本体の背面の大半の領域を占める表示部１８を備え
ている。この表示部１８は、ライブビュー画像等の他に、後述するモード選択画面を含め
、各種設定情報等を表示するためのものであり、ＬＣＤやＥＬＤ等の薄型表示装置で実現
されている。また、デジタルカメラ１は、特に図示しないが、カメラ本体の前面側に撮影
レンズ等の撮像光学系を備え、カメラ本体に内蔵の撮像素子に被写体像を結像可能に構成
されている。
【００２２】
　図２は、本実施の形態のデジタルカメラ１のシステム構成例を示すブロック図である。
本実施の形態のデジタルカメラ１は、デジタルカメラ１を構成する各部に対する指示やデ
ータ転送等を行い、デジタルカメラ１の動作を統括的に制御するためのＣＰＵからなる制
御部１１を備える。また、デジタルカメラ１は、プログラムデータ記憶部１２、撮像部１
５、ＳＤＲＡＭ１６、表示駆動部１７、画像処理部１９、圧縮伸長部２０、記録・再生部
２１の各部を備える。これら各部は、制御部１１に対してバスライン３０によって接続さ
れている。
【００２３】
　プログラムデータ記憶部１２は、例えばフラッシュメモリ等の電気的に書換えが可能な
不揮発性メモリである。このプログラムデータ記憶部１２は、デジタルカメラ１を動作さ
せ、このデジタルカメラ１が備える種々の機能を実現するためのＣＰＵ用のプログラム（
例えば、表示制御用プログラム）や、このプログラムの実行中に使用されるデータ、例え
ば、表示部１８に表示させる後述のモード選択画面用データ、アイコンデータ等が予め格
納されている。
【００２４】
　撮像部１５は、デジタルカメラ１が画像（被写体像）を撮像するためのものであり、カ
メラ部と撮像処理部とからなる。カメラ部は、デジタルカメラ１が被写体像を撮像するた
めのものであり、撮影レンズ、撮像素子、絞り、シャッタ、ＡＦ機構、ＡＦ駆動回路、ズ
ーム機構、ズーム駆動機構等からなる。ここで、撮像素子は、例えばＣＣＤやＣＭＯＳセ
ンサ等の２次元固体撮像素子からなり、撮影レンズを含む撮影光学系を通して入射する被
写体像を光電変換し、アナログ電気信号として出力する。また、撮像処理部は、撮像素子



(6) JP 2010-166417 A 2010.7.29

10

20

30

40

50

駆動回路を含む他、撮像素子から出力されるアナログ電気信号に対してＡＧＣ、ＣＤＳ等
のアナログ信号処理を施した後、Ａ／Ｄコンバータでデジタル電気信号に変換して出力さ
せるためのものである。
【００２５】
　ＳＤＲＡＭ１６は、一時記憶メモリやワーキングエリアとして利用されるメモリであり
、撮像部１５から出力されるデジタル電気信号や、画像処理部１９による処理中の画像デ
ータ等を一時的に記憶する。このＳＤＲＡＭ１６は、後述の表示制御部１１ａが各種画面
用の表示画像を作成する際にも使用される。また、表示駆動部１７は、エンコーダやＤ／
Ａコンバータ等を有して、後述の表示制御部１１ａにより作成された表示画像、その他の
各種情報を表示部１８に表示させるためのドライバである。
【００２６】
　画像処理部１９は、撮像部１５から出力されるデジタル電気信号に対して画素補間処理
、色補正処理、ガンマ処理等の各種の画像処理を施すとともに、記録用、表示用等に適し
た画像データに変換する処理を行う。圧縮伸長部２０は、撮影画像の画像データを画像記
憶部２２に記録する際、あるいは画像記憶部２２に記録されている画像データを表示する
際等において、周知のＪＰＥＧ方式等に基づく画像データの圧縮処理や伸長処理を行う。
【００２７】
　記録・再生部２１は、画像記憶部２２に対する画像データの書き込みや画像記憶部２２
からの画像データの読出しを行うためのものであり、画像記憶部２２の種類に応じたもの
が用いられる。ここで、画像記憶部２２は、例えばｘＤ－ピクチャーカード（登録商標）
やコンパクトフラッシュ（登録商標）カード等のカメラ本体に着脱自在な記録媒体や、Ｈ
ＤＤである。
【００２８】
　ここで、本実施の形態の制御部１１は、表示制御用プログラムにより実行される機能と
して、表示制御部１１ａとフォルダ管理部１１ｂと操作検出部１１ｃとの各機能部を備え
る。操作検出部１１ｃは、当該デジタルカメラ１に対するユーザの操作を検出するための
機能部である。また、本実施の形態では、表示部１８に重ねて配設された操作指示入力用
のタッチパネル１４を備えている。よって、操作検出部１１ｃは、表示部１８上でのタッ
チパネル１４に対するユーザの操作やレリーズボタン１３ａ等の操作部１３に対するユー
ザの操作を検出することで、当該デジタルカメラ１に対するユーザ操作の検出動作を実行
する。
【００２９】
　また、表示制御部１１ａは、表示部１８に表示する画像を制御するための機能部である
。すなわち、表示制御部１１ａは、ライブビュー画像や再生画像を作成する他、本実施の
形態にあっては、カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行させるモー
ド選択画面を作成して表示駆動部１７を介して表示部１８に表示させる。表示制御部１１
ａは、後述するように、このモード選択画面を、撮影モードに関する情報が含まれる撮影
選択画面と再生モードに関する情報が含まれる再生選択画面とにより構成し、撮影モード
に関する情報として該撮影モードに移行するための撮影アイコンを表示させ、再生モード
に関する情報として該再生モードに移行するための再生アイコンおよび再生画像を表示さ
せる。また、表示制御部１１ａは、モード選択画面において、別の形態として、撮影モー
ドに移行するための撮影アイコンが少なくとも含まれる撮影情報と、撮影画像を管理する
ためのフォルダの名称とこのフォルダに属する再生画像とが少なくとも含まれるフォルダ
情報とを表示させる。そして、表示制御部１１ａは、モード選択画面から移行した撮影モ
ードの画面においては、再生画面付きライブビュー画面を表示させたり、フォルダ選択画
面付きライブビュー画面を表示させたりする。
【００３０】
　さらに、フォルダ管理部１１ｂは、撮影画像を格納して管理するためのフォルダに関し
て、ユーザの指示操作に従い、フォルダの名称の作成、撮影画像を格納するフォルダの指
定や変更等の処理を行うためのものである。
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【００３１】
　つぎに、表示制御部１１ａを含む制御部１１による表示部１８の表示制御および操作例
を説明する。図３は、表示部１８に表示される画面例を模式的に示す説明図である。まず
、図３（ａ）は、図示しないパワースイッチ投入時の初期画面としてタイムビューモード
の表示例を模式的に示す説明図である。タイムビューモードとは、サムネイル画像を撮影
日時による順番で時系列に配置するモードである。また、後述するフォルダビューモード
とは、サムネイル画像をフォルダ単位で配置するモードである。表示制御部１１ａは、初
期画面としては、表示部１８にモード選択画面４１を表示させる。このモード選択画面４
１は、カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれに移行させるかを選択設定させ
るための画面である。
【００３２】
　このモード選択画面４１は、撮影選択画面４２と再生選択画面４３とにより構成されて
いる。撮影選択画面４２は、例えばモード選択画面４１の右側約１／３の領域に配置され
ている。表示制御部１１ａは、この撮影選択画面４２に、撮影モードに関する情報として
撮影モードに移行するための撮影アイコン４２ａを表示させるとともに、例えば“２００
８／８／１　１２：１５：４４”で示すような現在日時４２ｂを表示させる。
【００３３】
　また、再生選択画面４３は、例えばモード選択画面４１の左側約２／３の領域に配置さ
れている。表示制御部１１ａは、この再生選択画面４３の左上に、タイムビューアイコン
４４とフォルダビューアイコン４５とを並べて表示させる。ここで、タイムビューアイコ
ン４４とフォルダビューアイコン４５とはタッチ操作により選択自在であるが、電源投入
時の初期画面においては、前回使用された直近のものが選択表示される。図３（ａ）に示
す例では、黒塗り表示のタイムビューアイコン４４が直近のものであることを示している
。
【００３４】
　表示制御部１１ａは、タイムビューモードにおいては、再生選択画面４３に、再生モー
ドに関する情報として再生モードに移行するための再生アイコン４３ａを表示させるとと
もに、再生画像４３ｂを表示させる。ここで、再生画像４３ｂは、複数枚を同時に表示さ
せるためにサムネイル画像からなり、上下２列ずつ配置されている。サムネイル画像を用
いることにより、限られた表示領域において、より多くの再生画像４３ｂを表示させるこ
とができる。なお、図３（ａ）等において、再生画像４３ｂ中の数字は、実際の画像例に
代えて、個々の再生画像を区別するためのものであり、撮影された時系列順に数字が大き
くなるように付されている。そして、表示制御部１１ａは、撮影選択画面４２の現在日時
４２ｂを先頭として、再生選択画面４３に表示可能な複数枚の再生画像４３ｂが撮影日時
の新しい順番で時系列に並ぶように表示させる。したがって、現在日時４２ｂと再生画像
４３ｂとは、撮影選択画面４２と再生選択画面４３とによる区切りはあるが、同一時間軸
上で時系列的に連続する如く配置させて表示される。
【００３５】
　また、表示制御部１１ａは、再生選択画面４３に表示させる再生画像４３ｂを、撮影単
位、例えば撮影日付単位で区分けして表示させ、その区分け毎に、下欄には、撮影日付４
３ｃを表示させる。例えば、図３（ａ）に示す例であれば、番号９４，９５で示す再生画
像４３ｂは、７／２７に撮影されたものであり、番号９０～９３で示す再生画像４３ｂは
、７／１０に撮影されたものである如く、区分けされて表示される。また、番号８７以下
の再生画像４３ｂは、再生選択画面４３に表示しきれないため、未表示状態にある。さら
に、表示制御部１１ａは、撮影選択画面４２の現在日時４２ｂの下欄には、撮影日付４３
ｃに対応させて現在日付４２ｃを表示させる。
【００３６】
　このように、カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行させるタイム
ビューモードのモード選択画面４１を、撮影モードに関する情報として撮影モードに移行
するための撮影アイコン４２ａが含まれる撮影選択画面４２と、再生モードに関する情報
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として再生モードに移行するための再生アイコン４３ａおよび再生画像４３ｂが含まれる
再生選択画面４３とにより構成して表示部１８に表示させるので、撮影モードと再生モー
ドとの境界が低くなる操作・表示態様を実現できる。よって、ユーザにとってデジタルカ
メラ１の再生機能を積極的に利用しやすいものとなる。
【００３７】
　図３（ｂ）は、図３（ａ）において、撮影アイコン４２ａにタッチ操作されて撮影モー
ドが選択された場合の表示部１８の表示例を模式的に示す説明図である。表示制御部１１
ａは、撮影アイコン４２ａにタッチ操作されたことがタッチパネル１４を通じて操作検出
部１１ｃにより検出されると、タイムビューアイコン４４およびフォルダビューアイコン
４５の表示を削除させるとともに、表示部１８全体を撮影用のライブビュー画面５１とし
てライブビュー画像５２を表示させる。
【００３８】
　表示制御部１１ａは、同時に、ライブビュー画面５１の所定領域、例えば下側半分の領
域に重畳するように再生画面５３を割り当てて表示させる。この再生画面５３は、再生選
択画面４３用の再生画像４３ｂを並べて配置させたものである。したがって、図３（ａ）
の場合と同様に、再生画像４３ｂは、サムネイル画像として時系列の撮影単位（撮影日付
単位）で区分けして配置される。再生画像４３ｂは、撮影単位で区分けして表示されるの
で、わかりやすく検索にも便利となる。
【００３９】
　ここで、表示制御部１１ａは、現在時アイコン５４を現在日付４２ｃとともに再生画面
５３の左右中央位置にサムネイル画像と同等の大きさで配置して表示させる。現在時アイ
コン５４は、現在の日時を示すマークとして、最新のサムネイル画像４３ｂの先頭に表示
される。再生画面５３では、サムネイル画像４３ｂが時系列で配置されることで、時間軸
を表示していることにもなる。そこで、最新のサムネイル画像４３ｂの先頭に現在時アイ
コン５４を表示する。そして、表示制御部１１ａは、この現在時アイコン５４を先頭とし
てその左側に再生画像４３ｂを時系列順に並ぶように配置して表示させる。なお、表示制
御部１１ａは、現在時アイコン５４に関しては、一定間隔（例えば、１秒）で点滅表示さ
せることで、９６番目に相当する現在時アイコン５４が撮影待機状態にあることをユーザ
に知らせる。また、再生画面５３の背景は、ハーフトーン構成でライブビュー画面５１と
区別できるように表示されるとともに、再生画像４３ｂ部分等を除き、ライブビュー画像
５２が少し透けて見える表示状態にある。このように撮影モードによるライブビュー画像
５２の表示中も、再生画面５３によって再生画像４３ｂが表示されるので、所望の再生画
像４３ｂについて随時確認することができる。
【００４０】
　図３（ｃ）は、図３（ａ）において、再生アイコン４３ａにタッチ操作されて再生モー
ドが選択された場合の表示部１８の表示例を模式的に示す説明図である。表示制御部１１
ａは、再生アイコン４３ａにタッチ操作されたことがタッチパネル１４を通じて操作検出
部１１ｃにより検出されると、タイムビューアイコン４４およびフォルダビューアイコン
４５の表示を削除させるとともに、表示部１８全体を再生画面６１として再生画像４３ｂ
を並べて表示させる。すなわち、図３（ａ）の場合と同様に、再生画像４３ｂは、サムネ
イル画像として時系列の撮影単位（撮影日付単位）で区分けして配置される。
【００４１】
　ここで、表示制御部１１ａは、現在時アイコン５４をカメラのマーク形状の撮影アイコ
ン６２、現在日付４２ｃとともに再生画面６１の右端位置にサムネイル画像と同等の大き
さで配置して表示させる。そして、表示制御部１１ａは、この現在時アイコン５４を先頭
としてその左側に再生画像４３ｂを時系列順に並ぶように配置して表示させる。したがっ
て、現在時アイコン５４、再生画像４３ｂの配列は、図３（ｂ）の再生画面５３の場合と
同様である。もっとも、現在時アイコン５４が右端に位置するため、一度に表示される再
生画像４３ｂの枚数が増え、再生モード仕様となる。
【００４２】
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　なお、この場合も、表示制御部１１ａは、現在時アイコン５４に関しては、一定間隔（
例えば、１秒）で点滅表示させることで、９６番目に相当する現在時アイコン５４が撮影
待機状態にあり、再生モードであっても撮影アイコン６２を押せば撮影モードに移行可能
であることをユーザに知らせる。また、再生画面６１自体の背景は、ブラック画面とされ
ているとともに、現在表示されている再生画像４３ｂの中で撮影日時が最も古い画像対応
の撮影年月に関する情報６３が左側空欄部に表示される。
【００４３】
　また、図３（ｃ）に示す再生モードの初期画面表示において、現在時アイコン５４と撮
影アイコン６２付近にタッチしたことが検出されると、表示制御部１１ａは、表示部１８
の画面表示を、図３（ｂ）に示したような撮影モードの画面表示に切換える。また、図３
（ｃ）に示すような再生モードの最中に、撮影モードボタン１３ｅが押下されたことが検
出された場合も、表示制御部１１ａは、表示部１８の画面表示を、図３（ｂ）に示したよ
うな撮影モードの画面表示に切換える。さらに、図３（ｃ）に示すような再生モードの最
中に、レリーズボタン１３ａに指が置かれたことが検出された場合には、撮影モードに切
換り、表示制御部１１ａは、表示部１８の画面表示を、後述の図７のような画面表示に切
換える。
【００４４】
　つづいて、図３（ｂ）に示した撮影モードの初期画面以降のユーザ操作に伴う表示部１
８の表示例について説明する。図４は、再生画面５３のスクロールおよびサムネイル画像
の拡大表示例を示す説明図である。図４（ａ）は、再生画面５３を右方向にスクロール操
作した場合の表示例を示す説明図である。撮影モードにおいて、ライブビュー画面５１上
に重畳表示されている再生画面５３は、その背景部分を操作することでスクロール可能に
構成されている。
【００４５】
　そこで、図３（ｂ）に示したように初期画面表示状態から、例えば図４（ａ）に示すよ
うに再生画面５３部分を例えば右方向にスクロール操作したことが検出されると、表示制
御部１１ａは、再生画面５３のスクロール移動に伴い、画面上に表示する再生画像４３ｂ
を切換える。図４（ａ）に示す例であれば、現在時アイコン５４および番号９４，９５の
再生画像４３ｂを画面から削除し、番号８０～８７で示す未表示であった再生画像４３ｂ
を新たに画面上に出現させて表示させる。よって、撮影モード中であっても、このような
再生画面５３のスクロール操作によって所望の再生画像４３ｂを再生画面５３上に出現さ
せて表示させることができる。
【００４６】
　また、図４（ｂ）は、再生画面５３上の再生画像４３ｂに対してワンタッチ操作した場
合の拡大表示例を示す説明図である。例えば、図３（ｂ）や図４（ａ）に示す表示状態に
おいて、所望の再生画像、例えば番号９１の再生画像４３ｂ部分にワンタッチ操作したこ
とが検出されると、表示制御部１１ａは、指定された再生画像４３ｂを図４（ｂ）に示す
ように１コマ分のフルサイズの再生画像４３Ｂとして拡大表示させる。この再生画像４３
Ｂは、ライブビュー画面５１上でほぼ一杯となるサイズに設定されている。そして、拡大
表示された再生画像４３Ｂの一部をワンタッチ操作すると、元の図３（ｂ）や図４（ａ）
に示すサムネイル画像による表示状態に戻る。
【００４７】
　また、図５は、再生画面５３を上下方向にスクロール操作した場合の表示例を示す説明
図である。例えば、図４（ａ）に示したような表示状態で、図５に示すように再生画面５
３部分を例えば下げるようにスクロール操作したことが検出されると、表示制御部１１ａ
は、再生画面５３のスクロール移動に伴い、画面上に表示する再生画面５３の領域を変化
させる。図５に示す例であれば、ライブビュー画面５１の下側半分を占めていた再生画面
５３の表示領域が下側１／４程度に減少している。このような再生画面５３の表示領域の
変化に対応させて、表示される再生画像４３ｂも、例えば下側一列が削除されるように変
化する。上方向にスクロール操作した場合には、再生画面５３の表示領域が増加する。こ
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れにより、撮影モード中に重畳表示される再生画面５３の表示割合を変えることができ、
撮影モード仕様を優先させたいユーザの場合には、再生画面５３の表示を残しつつライブ
ビュー画像５２の表示を優先させることができる。
【００４８】
　また、図６は、撮影モードによる表示状態において、ズームボタン１３ｂが操作された
場合の表示例を示す説明図である。まず、図６（ａ）は、ズームボタン１３ｂのワイド（
Ｗ）側が押下された場合の表示例を示す説明図である。撮影モードによる表示状態におい
て、ズームボタン１３ｂのワイド（Ｗ）側が押下されたことが検出されると、表示制御部
１１ａは、再生画面５３に表示させる再生画像４３ｂを間引きした時間圧縮表示に切換え
る。すなわち、撮影単位、例えば撮影日付単位に対応して表示させる再生画像数を制限、
ここでは代表画像の１枚のみを選択した間引き表示に制限する。また、時間軸を撮影日付
単位から撮影月単位に切換える。これらにより、再生画面５３に同時に表示される時系列
範囲を広げるものである。
【００４９】
　図示例であれば、１／０９，１／２５，３／０８，５／１５，６／１０，７／１０，７
／２７の各撮影日付に１枚ずつ代表画像を再生画像４３ｂとして表示させる。また、時間
軸は撮影月単位であり、同一月の再生画像４３ｂは、時系列上、同一時間位置の上下にま
とめて表示される（例えば、１／０９と１／２５）。これにより、限られた再生画面５３
の表示領域で、再生画像４３ｂが、１／０９～７／２７の間に時系列範囲が広げられて同
時に表示されることとなる。代表画像は、各撮影日付中の先頭画像であってもよく、ある
いは、最も特徴的な画像を選択するようにしてもよい。
【００５０】
　なお、サムネイル画像として表示されている再生画像４３ｂのサイズが最小でなければ
、ズームボタン１３ｂのワイド（Ｗ）側が押下された場合、最初は、サムネイル画像のサ
イズをさらに縮小表示させることで、再生画面５３に同時に表示される再生画像４３ｂの
枚数を多くするようにしてもよい。そして、サムネイル画像のサイズが既に最小サイズの
場合には、上記の如く、間引き表示処理を施すようにすればよい。
【００５１】
　図６（ｂ）は、ズームボタン１３ｂのテレ（Ｔ）側が押下された場合の表示例を示す説
明図である。撮影モードによる表示状態において、ズームボタン１３ｂのテレ（Ｔ）側が
押下されたことが検出されると、表示制御部１１ａは、再生画面５３に表示させるサムネ
イル画像による再生画像４３ｂのサイズを拡大させる。図示例であれば、再生画像を表示
するための時間軸を伸長させるとともに、各再生画像４３ｂのサムネイルサイズを拡大さ
せて表示させる。
【００５２】
　この場合も、サムネイル画像として表示されている再生画像４３ｂのサイズが最大でな
ければ、ズームボタン１３ｂのテレ（Ｔ）側が押下された場合、最初は、サムネイル画像
のサイズをさらに拡大表示させるようにしてもよい。そして、サムネイル画像のサイズが
既に最大サイズの場合には、上記の如く、時間軸を伸長させる処理を施すようにすればよ
い。
【００５３】
　ついで、撮影モードにおける実際の撮影時の表示部１８の表示例について説明する。図
７は、実際の撮影時の表示部１８の表示例を示す説明図である。まず、レリーズボタン１
３ａ上に指が置かれたことが検出されると、表示制御部１１ａは、図７（ａ）に示すよう
に、再生画面５３をアニメーション的に順次表示部１８外に下げるように移動させること
で再生画面５３を削除する。そして、最終的に、図７（ｂ）に示すように、再生画面５３
が削除されて非表示となり、ライブビュー画像５２のみのライブビュー画面５１の表示状
態とする。このように、実際の撮影時には、ライブビュー画像５２のみの画面となるので
、最終的な被写体の確認や画角の決定などを確実に行うことができる。また、この状態で
ズームボタン１３ｂの操作があった場合には、通常通り、ライブビュー画像５２の拡大・
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縮小処理が行われる。
【００５４】
　その後、レリーズボタン１３ａ押下による撮影指示があると、撮影処理が実行される。
そして、表示制御部１１ａは、図７（ｃ）に示すように、レックビュー(rec view)画像５
５を表示させるレックビュー表示動作を開始させる。このレックビュー表示動作は、図７
（ｄ）に示すように連続的に縮小していくようにアニメーション的に行われ、小さくなっ
たレックビュー画像５５は、最終的には、図７（ｅ）に示すように現在時アイコン５４に
収れんする。そして、図７（ｆ）に示すように、図３（ｂ）の場合と同様な撮影モードの
画面に戻る。なお、図７（ｆ）に示す例では、撮影日付８／１において、番号９６～１０
２で示す画像が順次撮影されたものであり、再生画面５３に再生画像４３ｂとして表示さ
れる。そして、最後に撮影された画像が番号１０２の画像であることを示している。
【００５５】
　つぎに、フォルダビューモード時の表示例について説明する。図８は、フォルダビュー
モード時の表示例を模式的に示す説明図である。まず、図８（ａ）は、フォルダビューモ
ードのモード選択画面４１の表示例を模式的に示す説明図である。表示制御部１１ａは、
初期画面としては、表示部１８にモード選択画面４１を表示させる。
【００５６】
　このモード選択画面４１は、図３（ａ）の場合と同様に、撮影選択画面４２と再生選択
画面４６とにより構成されている。撮影選択画面４２側は、図３（ａ）の場合と同様であ
り、撮影アイコン４２ａや現在日時４２ｂを含む撮影情報４２ｅが表示される。一方、表
示制御部１１ａは、再生選択画面４６の左上に、タイムビューアイコン４４とフォルダビ
ューアイコン４５とを並べて表示させる。ここでは、黒塗り表示のフォルダビューアイコ
ン４５が直近のモード設定あるいは新たなモード指定により選択されていることを示して
いる。
【００５７】
　表示制御部１１ａは、フォルダビューモードにおいては、再生選択画面４６に、再生モ
ードに移行するための再生アイコン４６ａを表示させるとともに、撮影画像を管理するた
めのフォルダの名称であるフォルダ名４６ｂと各フォルダに属する再生画像４６ｃ（サム
ネイル画像）とが少なくとも含まれるフォルダ情報４６ｄを表示させる。
【００５８】
　ここで、フォルダ名４６ｂは、再生選択画面４６の下欄部分に横一列に配置させて表示
される。なお、フォルダ名４６ｂは、図面上、フォルダＡ，Ｂ，・・，Ｚの如く示すが、
例えば「趣味」「子供」「グルメ」の如く具体的な名称で分類したものでもよい。また、
フォルダ単位で区分けして表示される再生画像４６ｃは、複数枚を同時に表示させるため
にサムネイル画像からなり、例えばフォルダ名４６ｂの上部に上下２列ずつ配置されてい
る。サムネイル画像を用いることにより、限られた表示領域において、より多くの再生画
像４６ｃを表示させることができる。
【００５９】
　なお、図８（ａ）等において、再生画像４６ｃ中の数字は、実際の画像例に代えて、個
々の再生画像を区別するためのものである。したがって、図示例では、番号１，２で示す
再生画像４６ｃは、フォルダＢに属し、番号２５，２６，５０，５１で示す再生画像４６
ｃは、フォルダＡに属し、番号７５，７６で示す再生画像４６ｃは、フォルダＺに属する
ことを表している。また、フォルダＡ，Ｂ，Ｚ以外のフォルダおよび対応する再生画像は
、再生選択画面４６に表示しきれないため、未表示状態にある。
【００６０】
　さらに、表示制御部１１ａは、撮影選択画面４２の現在日時４２ｂの下欄には、再生選
択画面４６中のフォルダ名４６ｂに対応させて名前なしフォルダ４２ｄを表示させる。し
たがって、登録済みのフォルダ名４６ｂと名前なしフォルダ４２ｄとは、撮影選択画面４
２と再生選択画面４６とによる区切りはあるが、同一ライン上でフォルダ情報４６ｄとし
て関連付けられた配置で表示される。
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【００６１】
　このように、カメラ動作を撮影モードまたは再生モードのいずれかに移行させるフォル
ダビューモードのモード選択画面４１において、撮影モードに移行するための撮影アイコ
ン４２ａが少なくとも含まれる撮影情報４２ｅと、撮影画像を管理するためのフォルダ名
４６ｂとフォルダに属する再生画像４６ｃとが少なくとも含まれるフォルダ情報４６ｄと
を表示させるようにしたので、モード選択画面４１の表示段階でユーザにとってフォルダ
の利用が身近になるとともに、撮影開始時でも、簡単にフォルダの指定や変更を行うこと
ができる。
【００６２】
　図８（ｂ）は、図８（ａ）において、撮影アイコン４２ａにタッチ操作されて撮影モー
ドが選択された場合の表示部１８の表示例を模式的に示す説明図である。表示制御部１１
ａは、撮影アイコン４２ａにタッチ操作されたことがタッチパネル１４を通じて操作検出
部１１ｃにより検出されると、タイムビューアイコン４４およびフォルダビューアイコン
４５の表示を削除させるとともに、表示部１８全体をフォルダ画面７１に切換える。この
フォルダ画面７１では、「撮影画像は新しいフォルダに保存します」なるメッセージ７１
ａが表示されるとともに、「撮影する」ボタン７１ｂと、「フォルダに名前をつけてから
撮影する」ボタン７１ｃとが選択自在に表示される。
【００６３】
　「撮影する」ボタン７１ｂがタッチ操作で選択されたことがタッチパネル１４を通じて
操作検出部１１ｃにより検出されると、表示制御部１１ａは、名前なしフォルダ４２ｄを
保存先フォルダとして選択する。そして、名前なしフォルダ４２ｄが選択されたことを、
図８（ｃ）に示すように、名前なしフォルダ４２ｄをライブビュー画像５２に重ねて大き
めに表示させる。
【００６４】
　一方、「フォルダに名前をつけてから撮影する」ボタン７１ｃがタッチ操作で選択され
たことがタッチパネル１４を通じて操作検出部１１ｃにより検出されると、表示制御部１
１ａは、図８（ｄ）に示すように、名称入力画面７２を表示させる。この名称入力画面７
２は、ひらがな入力方式のキーボード例を示すが、カタカナ、アルファベット等によるキ
ーボード入力例であってもよい。また、名称入力画面７２には、図８（ｂ）の画面に戻る
ための「戻る」ボタン７２ａや、入力されたフォルダ名を確定して撮影動作に移行させる
ための「撮影する」ボタン７２ｂも含まれている。
【００６５】
　ついで、撮影モードにおいて、「撮影する」ボタン７１ｂまたは「撮影する」ボタン７
２ｂが押下された場合の表示例について説明する。ここでは、「撮影する」ボタン７１ｂ
が押下された場合の例を示す。図９は、「撮影する」ボタン７１ｂが押下された後のユー
ザ操作に応じた表示部１８の表示例を示す説明図である。
【００６６】
　まず、「撮影する」ボタン７１ｂが押下された場合、図８（ｃ）に示したように、表示
部１８全体を撮影用のライブビュー画面５１としてライブビュー画像５２を表示させる。
そして、名前なしフォルダ４２ｄを大きめに表示させた後、図９（ａ）に示すように、ラ
イブビュー画面５１の中央下部に名前なしフォルダ４２ｄを小さく表示させる。
【００６７】
　図９（ｂ）は、この状態で、フォルダボタン１３ｃが押下された場合の表示部１８の表
示例を示す説明図である。フォルダを選択するためにフォルダボタン１３ｃが押下された
ことが操作検出部１１ｃにより検出されると、表示制御部１１ａは、図９（ｂ）に示すよ
うに、表示中のライブビュー画面５１の所定領域、例えば下側半分程度の領域に重畳する
ようにフォルダ選択画面７３を付加して表示させる。このフォルダ選択画面７３は、フォ
ルダ名４６ｂとフォルダ毎の再生画像４６ｃとを対として区分け配置させて表示させるた
めのものである。このフォルダ選択画面７３においては、フォルダ名４６ｂが再生画像４
６ｃの上に配置されて選択自在に表示される。
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【００６８】
　また、名前なしフォルダ４２ｄ（または、今回名前がつけられたフォルダ）もフォルダ
選択画面７３中に併せて表示される。図示例では、黒塗り表示の名前なしフォルダ４２ｄ
が格納フォルダとして選択されており、これに対応して数字９１から９４で示す今日撮影
済みの再生画像４６ｃが名前なしフォルダ４２ｄに対応付けられて表示される。また、対
応して現在時アイコン５４も、フォルダ４２ｄの下に表示される。
【００６９】
　このように、撮影アイコン４２ａが選択されて撮影モードに切換った場合には、ライブ
ビュー画像５２を表示させるとともに、さらにこの撮影モードで、フォルダボタン１３ｃ
の操作によりフォルダを選択する指示があった場合には、ライブビュー画像５２を表示中
のライブビュー画面５１に、フォルダを選択するためのフォルダ選択画面７３を付加して
表示させるようにしたので、撮影モードにおいてライブビュー画像表示中でも、簡単にフ
ォルダの指定や変更を行うことが可能となる。
【００７０】
　図９（ｃ）は、この状態で、今回撮影画像の保存先フォルダを変更する指示操作があっ
た場合の表示部１８の表示例を示す説明図である。例えば、フォルダ名４６ｂがフォルダ
Ａのフォルダにタッチ操作することでフォルダを変更する指示操作があると、図９（ｃ）
中に示すように、フォルダＡのフォルダ名４６ｂ部分が黒塗り表示に変更される。併せて
、現在時アイコン５４も、フォルダＡの下に移動する。これにより、保存先フォルダの変
更が確定すると、表示制御部１１ａは、図９（ｄ）に示すように、フォルダ選択画面７３
を削除するとともに、フォルダＡのフォルダ名４６ｂが選択されたことをライブビュー画
像５２に重ねて大きめに表示させる。さらに、図９（ｅ）に示すように、ライブビュー画
面５１の中央下部にフォルダＡのフォルダ名４６ｂを小さく表示させる。これにより、そ
の後、レリーズボタン１３ａを操作して撮影を行うと、番号９５に相当する今回の撮影画
像は、フォルダ管理部１１ｂによるフォルダ管理の下にフォルダＡに格納されることとな
る。
【００７１】
　なお、特に図示しないが、フォルダ選択画面７３は、スクロール操作により左右方向に
移動させることが可能であり、非表示状態のフォルダ名４６ｂを選択する場合に対応可能
とされている。
【００７２】
　また、図９（ｂ）（ｃ）に示す例では、番号９１～９４で示す再生画像４６ｃは、名前
なしフォルダ４２ｄに格納されているが、例えば、これらの番号９１～９４で示す再生画
像４６ｃをフォルダＡ部分に対してドラッグ＆ドロップ操作することにより、フォルダＡ
に格納先を変更させることも可能である。他の再生画像４６ｃについても同様である。
【００７３】
　また、図８（ａ）に示すフォルダビューモードの初期画面においても、撮影モードに移
行する前に、例えば、フォルダＡ部分を撮影選択画面４２中にドラッグ＆ドロップ操作す
ることにより、今回撮影する画像の格納先をフォルダＡに設定することも可能である。
【００７４】
　つづいて、上述したような表示制御および操作を実現するための制御部１１による動作
制御例について説明する。図１０および図１１は、制御部１１により実行される動作制御
例を示す概略フローチャートである。まず、パワースイッチが投入されることにより処理
が開始され、直近のビューモードがタイムビューモードであったか否かを判定する（ステ
ップＳ１０）。タイムビューモードでなかった場合には（ステップＳ１０：Ｎｏ）、フォ
ルダビューモードの処理（ステップＳ１１）に移行する。
【００７５】
　一方、直近がタイムビューモードであった場合には（ステップＳ１０：Ｙｅｓ）、表示
制御部１１ａは、モード選択画面４１の表示をタイムビューモード仕様の表示とさせる（
ステップＳ１２）。図３（ａ）に示した表示例が相当する。そして、フォルダビューアイ



(14) JP 2010-166417 A 2010.7.29

10

20

30

40

50

コン４５の操作によりフォルダビューモードへの切換え指示があったか否かを判定する（
ステップＳ１３）。この指示があった場合には（ステップＳ１３：Ｙｅｓ）、ステップＳ
１１へ移行する。この指示がなければ（ステップＳ１３：Ｎｏ）、動作モードについての
指示があるか否かを判定する（ステップＳ１４）。この指示がなければ（ステップＳ１４
：Ｎｏ）、ステップＳ１３に戻る。
【００７６】
　動作モードについて指示があった場合（ステップＳ１４：Ｙｅｓ）、その指示が撮影ア
イコン４２ａへの操作による撮影モードの指示であるか否かを判定する（ステップＳ１５
）。撮影モードの指示でない場合には（ステップＳ１５：Ｎｏ）、再生アイコン４３ａへ
の操作による再生モードの指示と判定して再生モードに設定し（ステップＳ１６）、表示
制御部１１ａは、表示部１８に再生画面６１を表示させる（ステップＳ１７）。図３（ｃ
）に示した表示例が相当する。そして、撮影モードへの切換え指示がなければ（ステップ
Ｓ１８：Ｎｏ）、ステップＳ１６に戻り、再生モードの処理を継続する。
【００７７】
　一方、撮影モードボタン１３ｅの押下、現在時アイコン５４へのタッチ操作、レリーズ
ボタン１３ａへのタッチ操作のいずれかによる撮影モードへの切換え指示があった場合に
は（ステップＳ１８：Ｙｅｓ）、撮影モード処理（ステップＳ２１）へ移行する。撮影ア
イコン４２ａへの操作による撮影モードの指示であった場合も（ステップＳ１５：Ｙｅｓ
）、撮影モード処理（ステップＳ２１）へ移行する。ステップＳ２１の撮影モード処理で
は、沈胴している撮影レンズを突出させる等の撮影準備処理を行う。引き続き、表示制御
部１１ａは、ライブビュー画面５１に再生画面５３が重畳された撮影／再生画面表示に切
換える（ステップＳ２２）。図３（ｂ）に示した表示例が相当する。
【００７８】
　その後、再生画面５３に対して左右方向のスクロール指示操作があったか否かを判定す
る（ステップＳ２３）。スクロール指示操作があった場合には（ステップＳ２３：Ｙｅｓ
）、表示制御部１１ａは、スクロール指示操作に応じて再生画面５３における再生画像４
３ｂの切換え表示を行う（ステップＳ２４）。図４（ａ）に示した表示例が相当する。
【００７９】
　また、表示中の再生画像に対するタッチ操作による１コマ／サムネイル切換えの指示操
作があったか否かを判定する（ステップＳ２５）。タッチ操作があった場合において（ス
テップＳ２５：Ｙｅｓ）、現在、１コマ表示の状態であるか否かを判定する（ステップＳ
２６）。現在、１コマ表示の状態であれば（ステップＳ２６：Ｙｅｓ）、表示制御部１１
ａは、図４（ａ）等に示すサムネイル画像を用いた再生画像４３ｂの表示状態に切換える
（ステップＳ２７）。一方、現在、１コマ表示の状態でなければ（ステップＳ２６：Ｎｏ
）、表示制御部１１ａは、タッチされた位置の再生画像４３ｂに関して拡大した再生画像
４３Ｂとして１コマ表示させる（ステップＳ２８）。図４（ｂ）に示した表示例が相当す
る。
【００８０】
　さらに、ズームボタン１３ｂの操作によるズーム指示があったか否かを判定する（ステ
ップＳ３１）。なお、この場合のズームボタン１３ｂの操作は、再生画面５３の再生画像
４３ｂに対するものであり、ライブビュー画像５２自体はズーム処理されない。ズーム指
示があり（ステップＳ３１：Ｙｅｓ）、ワイド（Ｗ）指示であった場合には（ステップＳ
３２:Ｙｅｓ）、現在表示されている再生画像４３ｂのサムネイルサイズが最小であるか
否かを判定する（ステップＳ３３）。サムネイルサイズが最小に達していない場合には（
ステップＳ３３：Ｎｏ）、表示制御部１１ａは、再生画像４３ｂのサムネイルサイズを縮
小させて表示させる（ステップＳ３４）。サムネイルサイズが最小に達している場合（ス
テップＳ３３：Ｙｅｓ）、または再生画像４３ｂのサムネイルサイズを縮小させて表示さ
せた後、表示制御部１１ａは、再生画像４３ｂを間引きした時間圧縮表示に切換える（ス
テップＳ３５）。すなわち、図６（ａ）に示したように、撮影日付単位に対応して表示さ
せる再生画像数を１枚のみに制限するとともに、時間軸を圧縮された撮影月単位に切換え
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る。
【００８１】
　一方、ズーム指示があり（ステップＳ３１：Ｙｅｓ）、テレ（Ｔ）指示であった場合に
は（ステップＳ３２:Ｎｏ）、現在表示されている再生画像４３ｂのサムネイルサイズが
最大であるか否かを判定する（ステップＳ３６）。サムネイルサイズが最大に達していな
い場合には（ステップＳ３６：Ｎｏ）、表示制御部１１ａは、再生画像４３ｂのサムネイ
ルサイズを拡大させて表示させる（ステップＳ３７）。サムネイルサイズが最大に達して
いる場合（ステップＳ３６：Ｙｅｓ）、または再生画像４３ｂのサムネイルサイズを拡大
させて表示させた後、表示制御部１１ａは、時間伸長させた再生画像４３ｂの表示に切換
える（ステップＳ３８）。
【００８２】
　そして、これらの判定処理の後、レリーズボタン１３ａに対して指を置くタッチ操作が
あつたか否かを判定する（ステップＳ４１）。タッチ操作がなかった場合には（ステップ
Ｓ４１：Ｎｏ）、ステップＳ２２に戻る。タッチ操作があった場合には（ステップＳ４１
：Ｙｅｓ）、表示制御部１１ａは、再生画面５３をアニメーション的に降下させて削除す
ることにより、再生画面５３が非表示となってライブビュー画面５１のみとなる表示に切
換える（ステップＳ４２）。図７（ｂ）に示した表示例が相当する。
【００８３】
　この状態で、レリーズボタン１３ａの操作による撮影指示があるまで待機する（ステッ
プＳ４３：Ｎｏ、Ｓ４２）。レリーズボタン１３ａの操作による撮影指示があった場合に
は（ステップＳ４３:Ｙｅｓ）、撮影／記録処理を実行する（ステップＳ４４）。撮影後
、表示制御部１１ａは、レックビュー画像５５を現在時アイコン５４に収れんさせるまで
アニメーション的に縮小させるレックビューアニメーション処理を行う（ステップＳ４５
）。
【００８４】
　その後、再生モードボタン１３ｄの操作による指示があるか否かを判定し（ステップＳ
４７）、指示があれば（ステップＳ４７：Ｙｅｓ）、ステップＳ１６の処理に移行する。
一方、指示がなければ（ステップＳ４７：Ｎｏ）、パワーオフ指示があるか否かを判定す
る（ステップＳ４８）。パワーオフ指示がなければ（ステップＳ４８：Ｎｏ）、ステップ
Ｓ２２に戻って撮影モードの処理を継続し、パワーオフ指示があれば（ステップＳ４８：
Ｙｅｓ）、処理を終了する。
【００８５】
　つぎに、ステップＳ１１のフォルダビューモードの処理について、図１１を参照して説
明する。フォルダビューモードである場合、表示制御部１１ａは、まず、モード選択画面
４１の表示をフォルダビューモード仕様の表示とさせる（ステップＳ６１）。図８（ａ）
に示した表示例が相当する。そして、タイムビューアイコン４４の操作によりタイムビュ
ーモードへの切換え指示があったか否かを判定する（ステップＳ６２）。この指示があっ
た場合には（ステップＳ６２：Ｙｅｓ）、ステップＳ６４のタイムビューモードの処理へ
移行する。すなわち、図１０に示したステップＳ１２以降の処理に移行する。この指示が
なければ（ステップＳ６２：Ｎｏ）、動作モードについての指示があるか否かを判定する
（ステップＳ６３）。この指示がなければ（ステップＳ６３：Ｎｏ）、ステップＳ６２に
戻る。
【００８６】
　動作モードについて指示があった場合（ステップＳ６３：Ｙｅｓ）、その指示が撮影ア
イコン４２ａの操作による撮影モードの指示であるか否かを判定する（ステップＳ６５）
。撮影モードの指示でない場合には（ステップＳ６５：Ｎｏ）、再生アイコン４６ａによ
る再生モードの指示と判定して再生モードに設定し（ステップＳ６６）、表示制御部１１
ａは、表示部１８に再生画面６１を表示させる（ステップＳ６７）。図３（ｃ）に示した
表示例が相当する。そして、撮影モードへの切換え指示がなければ（ステップＳ６８：Ｎ
ｏ）、ステップＳ６６に戻り、再生モードの処理を継続する。
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【００８７】
　一方、撮影モードボタン１３ｅの押下、現在時アイコン５４へのタッチ操作、レリーズ
ボタン１３ａへのタッチ操作のいずれかによる撮影モードへの切換え指示があった場合に
は（ステップＳ６８：Ｙｅｓ）、撮影モード処理（ステップＳ７０）へ移行する。撮影ア
イコン４２ａの操作による撮影モードの指示であった場合も（ステップＳ６５：Ｙｅｓ）
、撮影モード処理（ステップＳ７０）へ移行する。ステップＳ７０の撮影モード処理では
、沈胴している撮影レンズを突出させる等の撮影準備処理を行う。
【００８８】
　ついで、表示制御部１１ａは、表示部１８の表示をフォルダ画面７１の表示に切換える
（ステップＳ７１）。図８（ｂ）に示した表示例が相当する。そして、「フォルダに名前
をつけてから撮影する」ボタン７１ｃが押下されることで名前を付ける指示があった場合
には（ステップＳ７２：Ｙｅｓ）、表示制御部１１ａは、表示部１８に名称入力画面７２
を表示させる（ステップＳ７４）。図８（ｄ）に示した表示例が相当する。一方、「撮影
する」ボタン７１ｂが押下されることで名前を付ける指示がなかった場合には（ステップ
Ｓ７２：Ｎｏ）、表示制御部１１ａは、表示部１８にライブビュー画像５２とともに名前
なしフォルダ４２ｄを表示させる（ステップＳ７３）。図８（ｃ）に示した表示例が相当
する。
【００８９】
　引き続き、表示制御部１１ａは、表示部１８をライブビュー画面５１の表示状態に切換
える（ステップＳ７５）。図９（ａ）に示した表示例が相当する。そして、フォルダボタ
ン１３ｃが押下されたか否かを判定する（ステップＳ７６）。フォルダボタン１３ｃが押
下された場合には（ステップＳ７６：Ｙｅｓ）、表示制御部１１ａは、ライブビュー画面
５１上の一部にフォルダ選択画面７３を重畳させて表示させる（ステップＳ７７）。図９
（ｂ）に示した表示例が相当する。
【００９０】
　そして、フォルダ選択画面７３に対して左右方向のスクロール指示操作があったか否か
を判定し（ステップＳ７８）、スクロール指示があった場合には（ステップＳ７８：Ｙｅ
ｓ）、表示制御部１１ａは、スクロール指示に従い、フォルダ選択画面７３を左右方向に
スクロール切換えすることで、表示される再生画像４６ｃを切換える（ステップＳ７９）
。スクロール指示がなければ（ステップＳ７８：Ｎｏ）、ステップＳ７９の処理をジャン
プする。また、フォルダ名４６ｂ部分に対するタッチ操作によりフォルダ変更の指示があ
ったか否かを判定する（ステップＳ８０）。フォルダ変更の指示があった場合には（ステ
ップＳ８０：Ｙｅｓ）、表示制御部１１ａは、指示に従い、選択されて格納対象となるフ
ォルダ名部分が黒塗り表示となるように変更表示させる（ステップＳ８１）。図９（ｃ）
～図９（ｅ）に示した表示例が相当する。フォルダ変更の指示がなければ（ステップＳ８
０：Ｎｏ）、ステップＳ８１の処理をジャンプする。
【００９１】
　その後、再生モードボタン１３ｄの操作による指示があるか否かを判定し（ステップＳ
９２）、指示があれば（ステップＳ９２：Ｙｅｓ）、ステップＳ６６の処理に移行する。
一方、指示がなければ（ステップＳ９２：Ｎｏ）、パワーオフ指示があるか否かを判定す
る（ステップＳ９３）。パワーオフ指示がなければ（ステップＳ９３：Ｎｏ）、レリーズ
ボタン１３ａの操作による撮影指示待ちとなる（ステップＳ９４：Ｎｏ）。レリーズボタ
ン１３ａの操作により撮影指示があった場合には（ステップＳ９４：Ｙｅｓ）、撮影／記
録処理を実行する（ステップＳ９５）。撮影後、表示制御部１１ａは、レックビュー画像
５５を現在時アイコン５４に収れんさせるまでアニメーション的に縮小させるレックビュ
ーアニメーション処理を行う（ステップＳ９６）。そして、ステップＳ７５の処理に戻る
。
【００９２】
　本発明は、上述した実施の形態に限らず、本発明の趣旨を逸脱しない範囲であれば、種
々の変形が可能であり、それらを本発明の範囲から排除するものではない。例えば、本実
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施の形態では、図１０および図１１に示すような各処理機能について、図２に示すブロッ
ク図では、表示制御等については制御部１１によるソフトウェアによって処理するように
説明したが、構成の具体例はこれに限るものではない。これらの処理を、ハードウェア処
理とソフトウェア処理のいずれか一方あるいは適宜組み合わせて行なうことは設計事項で
ある。
【００９３】
　そして、実施の形態の全てあるいは一部がソフトウェア処理で処理が実行される場合に
は、制御部１１がフラッシュメモリ等のプログラムデータ記憶部１２に格納された表示制
御用プログラムを読み出して実行されることで、かかるソフトウェア処理が実現されるの
で、このようなソフトウェア処理に関する表示制御用プログラムも本発明となる。また、
このような表示制御用プログラムが記録された記録媒体も本発明となる。なお、プログラ
ムを格納する記録媒体としては、フラッシュメモリに限定されるものではなく、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等の光学記録媒体、ＭＤ等の磁気記録媒体、テープ媒体、ＩＣカー
ドなどの半導体メモリであってもよい。さらに、表示制御用としては、ネットワークを介
して外部の記録媒体から入手されるもの、例えば、ホームページからダウンロードされる
ものも当然含まれる。このような場合には、ユーザに対してダウンロードさせるＷＷＷサ
ーバやｆｔｐサーバ等も本発明の範囲に含まれるものである。
【００９４】
　また、本実施の形態のカメラは、パソコンのカメラ部や携帯電話のカメラ部等に適用し
てもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９５】
【図１】本発明の実施の形態のデジタルカメラの概略構成例を示す背面図である。
【図２】本実施の形態のデジタルカメラのシステム構成例を示すブロック図である。
【図３】タイムビューモード時に表示部に表示される画面例を模式的に示す説明図である
。
【図４】再生画面のスクロールおよびサムネイル画像の拡大表示例を示す説明図である。
【図５】再生画面を上下方向にスクロール操作した場合の表示例を示す説明図である。
【図６】撮影モードの表示状態において、ズームボタンが操作された場合の表示例を示す
説明図である。
【図７】実際の撮影時の表示部の表示例を示す説明図である。
【図８】フォルダビューモード時の表示例を模式的に示す説明図である。
【図９】「撮影する」ボタンが押下された後のユーザ操作に応じた表示部の表示例を示す
説明図である。
【図１０】タイムビューモードを主体に示す動作制御例を示す概略フローチャートである
。
【図１１】フォルダビューモードを主体に示す動作制御例を示す概略フローチャートであ
る。
【符号の説明】
【００９６】
　１　デジタルカメラ
　１１ａ　表示制御部
　１４　タッチパネル
　１８　表示部
　４１　モード選択画面
　４２　撮影選択画面
　４２ａ　撮影アイコン
　４２ｅ　撮影情報
　４３ｂ　再生画像
　４６　再生選択画面



(18) JP 2010-166417 A 2010.7.29

　４６ｂ　フォルダ名
　４６ｃ　再生画像
　４６ｄ　フォルダ情報
　５１　ライブビュー画面
　５２　ライブビュー画像
　５３　再生画面
　７３　フォルダ選択画面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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